
令和８年１月
甲賀警察署

速 度 取 締 り 指 針

甲賀警察署管内における交通事故実態

●主な幹線道路別の事故

発生状況を比較すると国道

１号での発生が一番多い。

●過去３年の事故を分析す

ると、危険認知速度が４０㎞

を超える割合が増加傾向に

ある。

※危険認知速度とは、事故

当事者である車両運転者

が、危険を感じて急ブレー

キや急ハンドルなどの危険

回避措置をとった「事故直

前速度」のこと

甲賀警察署管内では昨年同期に比べ、発生数自体は８件減少するも、死亡事故の発生は４件増加しており、主要幹線道路での発生も

あった。新たな道路の開通により交通量が増加しているため、速度超過等の違反も増加する可能性が高く、重大事故が発生するおそれが

あることから、引き続き速度取締りが必要と認められた。

★ 重点以外の場所、時間帯でも、事故発生状況に即して取締りを実施することがある。

法定速度甲賀市内

湖南市内

8：00～10：00

16：00～20：00
国道１号

重点路線 重点時間帯 区域 規制速度
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主な路線別・危険認知速度別人身事故発生状況(過去３年）

６０km/h超

４０～６０km/h

４０km/h未満

R5年 R6年 R7年

（一部５０キロ規制あり）

その他の交通指導取締り要点
甲賀警察署管内では、国道、県道及び通学路周辺における速度取締りを重点としているほか、追突事故、出会い頭

事故が多く発生しているため、街頭活動を強化し、脇見運転を防止するため携帯電話使用の取締り、交差点事故抑止

を目的とした信号無視・一時不停止・歩行者妨害などの交差点関連違反の取締りを強化する。

0

5

10

15

20

25

0 ～ 2 時 2 ～ 4 時 4 ～ 6 時 6 ～ 8 時 8 ～ 10 

時

10 ～ 12 

時

12 ～ 14 

時

14 ～ 16 

時

16 ～ 18 

時

18 ～ 20 

時

20 ～ 22 

時

22 ～ 24 

時

（件数） 過去３年間の時間別・路線別発生状況
国道１号 国道３０７号 県道草津伊賀


